
【
有
料
広
告
】

多
く
の
人
に
長
く
愛
さ

れ
、
利
用
さ
れ
る
図
書
館
を

つ
く
る
た
め
、
現
在
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

話
し
合
う
「
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
を
考
え
る
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
平

成
30
年
か
ら
の
議
論
・
提
言
を

踏
ま
え
、
令
和
４
年
12
月
に
策

定
し
た
「
舞
鶴
市
図
書
館
基

本
計
画
」
と
そ
の
方
針
の
説

明
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
に
必
要
な
機
能
や
、

市
民
と
と
も
に
描
く

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
づ
く
り

全
市
域
の
皆
さ
ん
が
活
用
し

た
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
ほ
か
、
東
・
西
図
書
館
の

見
学
会
を
開
催
し
、
図
書
館

の
現
状
を
見
る
中
で
、
図
書

館
が
抱
え
る
課
題
や
備
え
る

機
能
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
活
に

役
立
つ
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

の
姿
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　《
図
書
館
課
》

【テーマ】図書館の良いところ、悪い
ところを言い合おう！これからの図
書館を想像してみよう！

子ども向けの催しが多くて良い！

電子書籍があって良い！

参加者の意見を一部紹介

第1回ワークショップ　

▲ワークショップには 10 ～ 80 代の約
40 人が参加し多くの意見が出される

カフェ、飲食スペースがあり、子どもが
のびのびできる温かみのある図書館に！

建物が古い、狭い、暗い
Wi-Fiなどの設備も不十分

【テーマ】図書館でこんなことができ
たらいいな、こんなことをしてみた
いな

就農相談会や産業
講習会の実施

人が集まり、つながれる場所

広域サービスの実施

ボランティアとして協力できることをしたい

【テーマ】こんな全市域サービスをし
てほしい

まちライブラリーを！

中央図書館と分館をネットワーク化して、
分館でも本の予約・受け取り・返却を可能に

開館時間の延長

自動車図書館が必要！

SNSなどを活用した発信

第2回ワークショップ　 第3回ワークショップ　

司書の人数が少なすぎるのではないか

◀ワークショップの内容は市ホームページに掲載

図書館市民ワークショップ
【日時】3 月 10 日㈰ 13 時 30 分～ 16 時
【場所】商工観光センター
【内容】ワークショップ「中央図書館にこんなス
ペース、こんな設備があるといいな」

【傍聴】先着 10 人（当日会場受付）
【問い合わせ先】西図書館（☎ 75・5406）

次回の

ワークショップ
中間報告

ビジネス交流スペースがほしい

遠隔地レファレンス

　高齢者のスマホの利用促進に向け、スマホ教室
を開催。携帯電話ショップ職員が電話のかけ方や
カメラ・ネット・地図アプリの使用方法を説明し
ました。参加者からは「知らない機能があった。
今後、スマホにもっと慣れていきたい」などの声
がありました。
　このほかにも、2月 7日に多世代交流の一環
として、東舞鶴高校で同校の生徒 19人が、参加
した高齢者とペアになり、ネット検索の仕方や、
無 料 ア プ リ
「LINE」の操作
方法を説明す
る教室が実施
されました。
　

　協定に基づき、市は
日本郵便㈱と連携を取
りながら地域住民サー
ビスの向上につながる
さまざまな取り組みを
進めていきます。
《連携事項》
❖暮らしやすいまちづくりに関すること
❖まちの魅力発信に関すること
❖未来を担う子どもの育成に関すること
❖安全のまちづくりに関すること
❖その他、地域活性化に関すること

「世界青年の船」事業とは、世界
各国から集まった青年と日本の青年
が船内で共同生活をしながら、異文
化交流を通してコミュニケーション
力やリーダーシップ力などを高める
ことを目的に、内閣府が実施してい
る事業です。
今回参加した日本を含む 14か国

の青年約 230 人は、7 班に分かれ
府北部 5市 2町を訪問し、各地域の
特色ある文化や歴史に触れました。
本市を訪れた青年たちは、引き揚

げとシベリア抑留の史実を通じ、恒
久平和のメッセージを発信している
引揚記念館を見学しました。参加者
からは、引き揚げを通じ、平和の大
切さを発信することに対する評価の
声が多く「舞鶴での経験を生かし、
平和の大切さを発信していく」と力
強い意見がありました。
また、舞鶴の伝統的な食文化のひ

とつであり、地域団体商標を取得し
ている「舞鶴かまぼこ」作りも体験
しました。

進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

「世界青年の船」が初めて京都舞鶴港に寄港

【市長から】
日本郵便との連携で、市内に 19あ

る郵便局の

活用を進めて、市が今後取り組む「
図書館ネット

ワークの構築」や地域の見守り体制
のより一層の

充実など、市民サービスの向上につ
なげます。

TO

PIC
S 01

2 月 1 日～ 3 日 世界各地の青年が京都府北部地域を訪問、文化交流

TO

PIC
S 02

2 月 2 日 互いの人的・物的資源の活用で、安全・安心
なまちづくりや地域経済の活性化などを目指し締結

日本郵便㈱と包括的連携に関する協定を締結

TO

PIC
S 03

2 月 10 日・14 日・21 日
高齢者に向けた教室を開催

スマホ教室

TO

PIC
S 04

1 月 31 日 災害時の医療体制の確保に向けて締結

舞鶴市と公的病院で災害時における相互
連携に関する覚書を締結
　「持続可能な地域医療を考える会」の協議の中で、災害時の医
療体制が課題として挙げられ、市と公的 4病院（舞鶴医療セン
ター、舞鶴共済病院、舞鶴赤十字病院、舞鶴市民病院）で「災
害時における舞鶴市及び公的病院の相互連携に関する覚書」を
締結。
　災害時に適切な医療が提供できるよう、情報共有や負傷者等
の受け入れなど、相互に協力する内容について定めています。
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